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Ⅰ．総合基礎
講　評 9月・10月募集

【出題の意図・ねらい】
高校生としての基礎的な知識、思考力、問題解決能力を有し、
入学後の大学教育に耐えうるか否かを試す問題です。英語、数
学、国語からなり、いずれも基礎的な知識や常識をベースに、
考え、問題を解決してゆく力が問われます。したがって、「た
だ単に記憶したことだけを拠り所に正解の選択肢を探す」とい
うのではなく、高校の教科書の基本的な内容がしっかり理解さ
れているか否かと同時に、それを使って自分で考え、問題を解
くという、応用力も問われることになります。

【採点結果からの感想】
国語では全般的に高い正答率となりました。数学ではやや低
めの正答率であった問題が散見されます。英語の正答率は全般
的に低めでした。

【これからの学習指針】
一般入試と異なり、①常識、②論理的に考える力、③機転が
きくか否か、が問われます。したがって、高校の教科書の基本
的な内容をしっかり把握すること、本や新聞を読み知識の幅を
広げること、常日頃から自分で物事を考え、1つの方法でだめ

なら他のやり方を考えてみるといった習慣をつけることが必要
です。
英語では、①基本的な文法知識、②文章や会話文を読んで、

流れに沿って内容を理解する能力、③状況を読み取り、場面に
応じて、どんなことを言えばよいかを判断する能力、④文法構
造と意味内容の双方を考えて判断する能力、等が必要です。ま
た、知らない単語があっても、全体の文意から内容を類推する
能力も必要です。文法書を何度も読むこと、できうる限り単熟
語を覚えること、英文の多読をお勧めします。
数学では、①基本的な数の趨勢を知ること、②計算能力、③

自然数、約数、倍数、等といった用語に関する知識、③基本的
な公式の知識、等が必要です。また、公式を知らなくても、論
理的に考えて問題を解く（数字を並べてみる、代入してみる）
等の柔軟性も必要です。脳トレのように基本的な問題を数多く
繰り返し解くことをお勧めします。
国語では、①漢字が読めること、②文章を論理的に読む能力、

③文章の要点を把握する能力、等が必要です。常日頃から、全
体のテーマを読み取り、文の前後関係に注意しながら文意を理
解するよう、心掛けましょう。有名な文学作品や様々な分野の
入門書の類を数多く読むことをお勧めします。
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【総合基礎　2019年度　9月募集】

問題番号 1 2
設問番号 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3
正　　解 4 4 1 2 1 2 3 2 2 3 2

英語

問題番号 1 2
設問番号 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3
正　　解 1 2 4 2 4 3 2 3 3 1 3

英語

問題番号 3
設問番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
正　　解 4 6 2 2 1 0 8 2 5 8 2 4 7 2 5

数学

問題番号 3
設問番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
正　　解 3 1 3 3 6 5 9 9 3 3 1 7 1 7 1 5

数学

問題番号 4
設問番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
正　　解 1 2 3 4 3 1 3 4 2 3 4 1 2 3 2 2

問題番号 4
設問番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
正　　解 3 1 1 4 2 1 1 3 4 4 1 4 2 1 3 3 4 1 3 4

国語

国語

【総合基礎　2019年度　10月募集】

●解答●
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《比較文化学科》 	  9 月
【出題の意図、ねらい】
問題Aは、なぜ我々はよく外国人に対して、数少ない個別経
験をもとに「○○人」一般の性格を判断してしまうか、という
ことを考えさせるものです。問題の文章はドイツに住む日本人
の体験を述べていますが、問いのねらいは、「ドイツ」を「ま
だ生活に慣れ親しんでいない外国」に置き換えてより普遍的且
つ多様的に考えさせるところにあります。
問題Bは、太平洋戦争についての日本人の「被害者」意識を
日本人古来の慰霊の考え方から論じています。折口信夫が硫黄
島で戦死した弟子を悼む和歌は、必敗の戦いに若者を引き込ん
だ国家への静かな怒りが伝わる歌であり、故郷・家郷を離れて
非業の死を遂げた者の魂は、鎮まるべき条件を欠く、戦によっ
て亡くなった者の魂は、後世にたたりをなす御魂となる、との
折口の考えは、普通の日本人にも共有されていたと指摘してい
ます。この「被害者」意識は、日本文化の外、特に日中戦争な

どの被害国からどう見られるかについて考えを問う問題です。
比較文化学科は、多文化を学ぶ場です。異文化からいかに日本
を捉えなおすか──このような問題意識を持ってほしいという
意図から出題しました。

【採点結果からの感想】
問題Aは、①文章に見出しを付け、その理由・根拠を述べる

こと、②外国人を「○○人」一般として判断してしまう理由に
ついて自分の考えを述べることです。解答には理解が不十分な
答案が多かったように思われます。
問題Bでは、文章の要約について、要領よくまとめることが

できた答案が多い。ところで、日本人の「被害者」意識につい
て他者・他文化の立場から考察する答案が少なかったです。

【出題の意図・ねらい】
本小論文は、岡部 朗一 著　『異文化とコミュニケーション』
から、一部を抜粋して出題しました。　問1では、文化とコミ
ュニケーションとの関係について、著者が述べていることを簡
潔にまとめる力を試す問題です。問2では、問題文の内容を踏
まえた上で、文化・習慣が全く異なる者と、どの様にして上手
くコミュニケーションをとっていったら良いかの方法を、どこ
まで提案できるかを試す問題です。

【採点者からの感想】
問1については、問題文の要旨自体を把握できていないもの
も散見されましたが、多くは問題文の要旨を把握してはいるも
のの、それを200字という文字数で簡潔に表現することが上手
くできていない解答が目立ちました。問2では、本文中におい

て著者 の述べていることを基にして、具体的な問題点を設定し、
それを解決するには、どのような方策が考えられるか、またそ
の方策の効果がどの程度まで見込まれるのかといった考察まで
述べている答案が、極めて少数でした。

【これからの学習の指針】
基本的な国語力を身につけておくことは必須でありますが、

さらにその上で、新聞や新書などの文を読み、著者の主張する
ことを的確に捉え、それを簡潔にまとめ、筆者の主張に対して、
自分自身はどのように考えるかを、具体的な根拠をあげて述べ
る訓練をする必要があると思われます。そのためにも、いろい
ろな分野の本を読み、できる限り多くの知識を集積するように
努力することが重要です。

《英語文化学科》 	  9 月

《英語文化学科》 	  10月

Ⅱ．小論文
国際文化学部

【出題の意図・ねらい】
久米 昭元著、 『ケースで学ぶ異文化コミュニケーション ─誤
解・失敗・すれ違い』から、カルチャーショックについて述べ
られた箇所を抜粋して、出題しました。問1の要約問題では、
文章を読み取り、著者の主張するところを正確かつ簡潔にまと
める力を試す問題です。問2では、問題文の内容を踏まえたう
えで、異国で自分自身がカルチャーショックに陥ってしまった
場合に、どの様にしてそれに対処してゆけば良いかについて、
自らの方策を展開できるかを問う問題です。

【採点者からの感想】
問1については、要旨を把握できているものの、それを200
字という少ない字数で的確にまとめることのできていない答案
が目立ちました。問2については、本文中において述べられて

いることを踏まえた上で、自らの考えを展開するといったこと
ができておらず、結果として論点に具体的な根拠を持たない解
答が目立ちました。

【これからの学習の指針】
解答に誤字脱字が多く見られるだけでなく、小論文の形式に

ついて理解できていないと思われるものが散見されました。基
本的な国語力を身につけ、問題文で著者が主張していることを
正確にとらえ、それを簡潔にまとめ上げる能力を身につけるた
めに、日頃から新聞の社説や新書などを読み、著者の主張して
いることは何であるか、またそれについて自分自身は、どの様
に考え、その根拠はどのようなものであるかなどを述べられる
ようにする訓練を積むことが必要と思われます。
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【出題の意図・ねらい】
出題の文章は、渡辺京二氏の文章です。渡辺氏には『逝きし
世の面影』という、幕末から明治初期に日本を訪れた外国人の
証言や史料から古き良き日本人の姿を紹介した有名な本があり
ます。この文章は、この自著にふれたものです。江戸時代の文
化が現代のわれわれにとっては既に「異文化」であり、そこか
ら現代を相対化する試みが述べられています。自分にとっての
「異文化」はさまざまな時代や領域にわたりますが、そのこと
を自覚的に考えるための題材としてこの文章を用いました。歴
史や文化あるいは言語についてこれまでの学習や経験からどの
ような対象として「異文化」をとらえるかという視点が文章化
されることを期待しました。

【採点結果からの感想】
自分が考える「異文化」というものを具体的な例として設定
できている文章がまず評価の前提になります。出題の範囲が広
いだけに、文章としてまとまりのあるものを書くためには、問
題意識を絞り込む必要があります。ほとんどの答案は出題の意
図に沿った解答となっていましたが、具体的な問題設定ができ

ていない文章も若干ありました。自分の関心や体験を通して、
異文化理解へのアプローチを書いた文章は、説得力があり、高
い評価をしました。

【これからの学習の指針】
国際文化学部比較文化学科を志望するということは、いうま

でもなく自国の文化とそれとは異なるいわゆる「異文化」とい
う差異の意識が大切な学習の目標となります。日本、日本語を
起点として、外国文化や自国のなかの異文化を新鮮な眼差しで
とらえることが、比較文化学科の学習の基本となります。出題
の意図も、そうした基本的な関心を問うています。学校での勉
強はもちろんのこと、日常のなかで接するさまざまな出来事や
ニュースなどに常に関心を持ち、そのために新聞、書籍、芸術
表現、言語など幅広い分野に興味を抱いていくことが求められ
ます。特に、教科書以外の本を、自分の関心から読んでいく習
慣をつけてもらいたいと思います。また文化の基底たる言語へ
の関心を日ごろから育んでもらうために、外国語の勉強も一所
懸命してもらえればと思います。

《比較文化学科》 	  10月

【これからの学習の指針】
皆さんが受験した「国際文化学部比較文化学科」では異文化
理解と共生をテーマに、日本を基点として外国文化を理解し、
自国文化を相対化して考えることのできる視点を養うことを目
的にしています。したがって、入試の課題文は国際社会におけ
る日本と世界の歴史的関係と現状、異文化の交流・摩擦や日本

文化の再認識・再発見を扱ったものになります。学校での勉強
はもちろん、日頃の新聞、ニュース、話題の書籍、映画、異文
化の人々との交流を通じて、生活・言語レベルから文化・政治
レベルまでの、「外からの目」（広い視野）を意識的に養うこと
を心がけてください。

【出題の意図・ねらい】
「労働」は、私たちが人間らしい日常生活を営む基盤となる
ものですが、「ブラック企業」という言葉が定着した今日、労
働者の生活をかえりみない働かせ方の常態化した企業のあり方
が、深刻な社会問題となっています。高校生のみなさんのなか
には、大学でしっかり勉強して能力を高めれば、「ブラック企業」
に入ることはないと考えている人もいるかもしれません。しか
し現実には、その大学生にまで「ブラック」な働き方を強いる
会社があり、学生生活や学業に深刻な影響を及ぼす事例が多数
報告されるようになっています。今回の出題では、受験生のみ
なさんが、「ブラックな労働」を、自分にもふりかかる可能性
のある現実味のある社会問題として捉えられているか、その具
体的な解決方法をイメージできているどうかを重視しています。

【採点結果からの感想】
設問Aの「要約問題」では、ほとんどの受験生が適切に内容
を要約することができており、小論文の問題に取り組むトレー
ニングの成果がうかがえました。
設問Bは、ブラックバイト問題に直面した場合の個人的な対
処方法と、ブラックバイト問題そのものに対する必要な社会的
対策のあり方を問うものでした。受験生の多くは、ブラックバ
イトを自分に身近な問題として感じている一方で、個人的な対
応策としては「誰かに相談する」や「しっかりと見極める」と
いった抽象的な記述、社会的な対策については、ブラックバイ

ト問題の改善に対する「会社や政府に対する漠然とした期待や
願望」の表明（「会社は働く人の身になって考えてほしい」と
か「政府はしっかり取り締まるべきだ」等）にとどまっており、
全体として、ブラックバイト問題の具体的な解決方法に関する
イメージが弱い印象を受けました。

【これからの学習指針】
現代社会のなかで問題となっているできごとに対し、それが

生じるに至るまでの社会的な要因や背景を考え理解を深めるこ
と、その問題を解決するために使うことができる社会制度や機
関・組織は何かを考えること、よりよい社会の実現を目指す社
会学部での学びにおいて、この二つの姿勢はとくに重要になり
ます。
これからの学習指針としては、テレビや新聞で現代社会の動

きをよく知っておくことはもちろんですが、報じられている様々
なできごとの社会的な背景をより深く考え、有効で具体的な解
決につながる道筋を常に考える習慣を身につける必要がありま
す。そのためには、テレビやインターネットのような速報性の
あるメディアだけでなく、なるべく多くの書籍にも目を通して
ください。とくに、今回の出題でも用いたような「新書」は、
問題の背景や解決の方策等がバランスよくコンパクトにまとめ
られたものが多く、おすすめです。よい文献を数多く読みこな
すことで、文章を書く能力の向上にもつながっていくはずです。

《現代社会学科》 	  9 月

社会学部

初　校

13AO選抜試験課題集



14

小
論
文

講
評

【出題の意図・ねらい】
社会学部では現代社会におけるさまざまな課題を、社会学と
社会福祉学の二つの視点から学んでいきます。高校生にとって
は馴染みがあるようで、きちんとは理解されていない社会問題
や、それに対する制度を学びながら、自分にとっての問題やそ
れに対する解決策を考えていけるようになることが、学部教育
の狙いの一つであり、今回の出題の意図でもあります。
今回の問題は、社会保障制度は非常に多岐に渡っていて複雑
であり、多くの人にとって難解であること、自分に直接困った
ことが起こるまでには、ほとんどの人が関心を持たないという、
いわば受験生の置かれている現状に（おそらく）当てはまるで
あろうことが前提とされています。その上で、どうやったら人々
に理解してもらうことができるのか、問題に対して試行錯誤の
解決策を考えてみる、発想力やアイディアを出してみる力を試
しています。

【採点結果からの感想】
問1は要旨を100字以内でまとめる問題ですが、筆者が要旨
を述べている部分があります。本文中の前半に、「100人いれ
ば100通り」という複雑な社会保障制度であること、後半で「国
民全体の理解を得ることが非常に難し」く、制度の全体像＝マ
クロの風景と市民一人ひとりのミクロの風景が乖離している、
というキーワードになる部分があります。比較的平易な問題で
あるため、この部分に気づいた場合、要約自体は高得点になる

人が多かったと思います。
問2は、現時点で社会保障制度の理解を得るための工夫を考

える問題ですが、例えば自分自身の理解に照らして、教育や普
及啓発など、具体的な例を挙げて説明することが求められてい
ます。奇抜で独創的なアイディアは今回は見られませんでした
が、そういったものよりも、平凡であってもアイディアの具体
例を挙げて説明すること、構成や段落を考えて文章を書くこと
が必要です。具体例を挙げずに、本文をなぞるような解答も散
見されましたので、問いに対する答え方、構成を考えて書くこ
とが大切です。

【これからの学習方針】
社会学部では、「社会問題」について関心を持たなければ、

学びが始まりません。普段から新聞や書籍を読んで、問題関心
を広げること、それについて他の人がどのように語っているの
か、異なる意見や価値観があることに触れていきましょう。学
部の学びでは、自分の考えや意見が求められていきますが、意
見を述べる前に、どのような問題や考え方があるのかを知って
おくことも重要です。普段から多くのテーマに触れ、その中で
自分の関心が持てるテーマについて、一つでも意見が言えるよ
うに、頭の中でトレーニングすること、小論文の練習では一つ
のテーマでできれば複数の解答を書いてみることをおすすめし
ます。

《現代社会学科》 	  10月

【出題の意図・ねらい】
テレビを付けると民間の医療保険に関するCMが多く流れま
す。その多くは、保険料の安さや保障範囲の広さをアピールし
ています。受験生の多くは、健康に対する不安を抱えるような
世代ではまだありませんが、いずれ民間の医療保険の加入を考
えるようになる時期が訪れると思います。その際に、耳あたり
のよいキャッチコピーに踊らされて流されることなく、合理的
に自主的に判断するための材料を、今回の課題文章から読み解
いてほしいと考えています。

【採点結果からの感想】
問1・問2ともに、課題文章の内容を正確に読み取れている
かどうかを問う基礎的な問題でしたが、問3は、図と課題文章
から大手生命保険会社の利益構造を読み解き、その共通点と相
違点を具体的な数字も含め詳しく説明する応用的な問題でした。
問1・問2に関しての課題文章の読み取りはよく理解できており、
正答率は高かったです。その一方で、問3は、利益構造に関す
る共通点と相違点を述べることや、具体的な数字を使うことを
求めているにもかかわらず、この点を満たしていないものもあ

り、正答率は、問1・問2に比べ、低い傾向にありました。問
題の文章もよく読んで、その意図を正確に理解することも重要
です。

【これからの学習方針】
経済学部のAO選抜（小論文）では、文章を理解する能力、

図表を読み取る能力、そして理解し読み取った内容をまとめる
能力の3つの能力を問うています。その上で高い評価を得るた
めには、問題の意図を的確にとらえ、所定の時間と字数の中で、
その意図に即した解答を書き上げなければなりません。このよ
うな能力を身に付けるためには、日常的に、経済・政治・社会
で何が起きているのか、幅広い関心を持ち、様々な分野の書籍
や新聞記事を読む習慣を身に付けてほしいと考えています。ま
た読んだ記事内容やそこで用いられている図表などについて、
その要点を簡潔に文章にまとめることを試験対策として推奨し
ます。加えて、最近の社会問題について、自身の考え方や意見
などを簡潔に文章で表現できるような練習をしておくことも望
ましいでしょう。

《経済学科》 	  9 月

経済学部
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経営学部

【出題の意図・ねらい】
経営においては、課題を発見し、その原因を踏まえた計画を
立案し、その計画を他者と協力して遂行していくことが不可欠
である。受験生の今までの人生においても、そのような経験が
なんらかあるはずである。それを論理的に分析し、他者に理解
可能な形で表現できるかを問うものである。ただし、受験生の
年齢では、いわゆるPDCAサイクルを明確に意識して行動す
ることはないであろうから、当初考えていた目標は何だったか、

どのような計画を立てたのか、目標を達成できたかできなかっ
たかも明確にさせた。そして、その課題が生じた原因、その事
柄の経過、自身の判断と行動、他者との協力・協調の在り方、
そして結末を具体的に記述することを求めた。また、自身の人
格陶冶を振り返るように、どのように自分が成長したと思うの
かを書かせた。これは、経営における人的成長やキャリア開発
という教育課題に対応するのみならず、さらにはより広く人と
して生き方にかかわるテーマである。

《経営学科》 	  9 月

【出題の意図・ねらい】
9月募集の課題型では、「20人のためのテーブル」をデザイ

ンする、という課題を出題しました。私たちが家庭で使ってい
るテーブルは通常、4〜8人程度での利用を想定して作られて
います。20人という「普通ではない状況」を考えるにあたり、
デザイン・設置場所など、柔軟に想像力を働かせ、かつ、それ
を具体的なデザイン提案に結びつけることを求めた課題です。
全体として、課題に対する着眼点、取組みの熱意、建築的な思
考内容、提案および表現方法の独創性、記述の客観性と正確さ
を基準に、プレゼンテーション時の内容も含め、総合的に評価
を行いました。小論文は、課題に関連するテーマの記事を読み、
2つの設問に解答する問題です。（1）では文章読解能力と要
約力を問うています。（2）では受験生自身の言葉でわかりや
すく説明されているかを評価しました。プレゼンテーションの
問題で様々な視点から意欲的に取り組んだ受験生であれば、解
答ができると考えています。

【採点結果からの感想】
合格者の作品は、参考にしたテーブルに対する観察力が優れ
ているとともに、提案内容の表現も、スケッチや模型写真で工
夫されていて、「提案内容を伝えたい」という強い意欲と熱意
が感じられるものでした。今回の課題では表現方法に対する指

定がなく、スケッチ・模型写真・図面など、各自が得意とする
方法で、工夫しながら表現することが求められました。逆に「こ
うすればうまくいく」という方向性が見えにくかったため、日
頃からデザインに興味を持ち、手を動かすことに慣れていない
受験者には、難しく感じられたかもしれません。

【（新受験生向け）これからの学習の指針】
建築・環境学部のAO選抜では、建築（を学ぶこと）に対する
興味と熱意を、受験者がどれだけ持っているかを、何よりも重視
しています。日頃から建築やインテリアに興味を持ち、分野に関
連する新聞記事や建築専門誌などに接しておくことは、課題に
取り組む手がかりを得る上で、大いに力になるはずです。とはい
え、これから大学で専門分野を学ぶ高校生のみなさんに、例え
ば製図技術のような専門知識・技能を求めているわけではありま
せん。これらは、大学での授業や演習で身に付けることができる
からです。今回はテーブルが課題でしたが、テーブルに限らず、
普段見慣れている身の回りのありふれた建築・インテリアや街並
みなどに対して、日頃から「なぜ、このようなデザインになって
いるのだろう」「どうしたらもっと良くなるだろう」というような、
興味や疑問を持って接してください。また、スケッチや模型、（も
し描ける場合は）図面など、あなたが得意とする表現方法があれ
ば、その能力を存分に活かして課題に取り組むことを勧めます。

《建築・環境学科》 	  9 月（課題型）

建築・環境学部 ※P79以降の課題の講評も含めた内容となります。

【出題の意図・ねらい】
10月募集の課題型では、「健康に暮らすための住まい」をテー

マに出題しました。課題（1）は、居住者の健康に影響を及ぼ
すと考えられる住宅の環境的な性能について調査しまとめ、課
題（2）では、課題（1）で調査した環境的な性能に加えて、
家族構成、ライフスタイル、建物の構造などの条件を自由に想
定して、健康を維持しながら快適に暮らすための住まいの提案
を課題としました。課題（1）では、温度、湿度、空気質、光、
音など環境要素に関わる住宅内の性能について、関連する事柄
を様々な媒体を使って調査しまとめる情報収集能力、収集した
資料を適切にプレゼンテーションシートに構成する能力を評価
しました。課題（2）では課題（1）で調査した内容をふまえ
つつ、住まいに関する社会的な状況など多角的な視点で捉え、様々
な技術の導入、ライフスタイルの変化などを踏まえた提案がな

されているかについて評価しました。課題（1）、（2）ともに、
課題に取り組む積極性やプレゼンテーションシートを丁寧にか
つ工夫して表現しているかという点も評価の対象となりました。
小論文は、住宅内の温度差が原因の一つと考えられるヒート
ショックに関する新聞記事を読み、2つの設問に解答する問題
です。（1）では文章読解能力と要約力、（2）では記事の内容
を参考にしつつ、受験生自身の考えに一貫性があり、わかりや
すく説明されているかを評価しました。プレゼンテーションの
課題で様々な視点から意欲的に取り組んだ受験生であれば、自
分の言葉で書くことできると考えています。

【採点結果からの感想】
課題の意図を的確に読み取り、図表、写真、スケッチを使っ

てわかりやすく表現されているプレゼンテーションであること、

《建築・環境学科》  	  10月（課題型）
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【出題の意図・ねらい】
9月募集の資格型と10月募集の資格型では、資格・受賞内容

に関して2つの設問に解答する小論文を出題しています。設問（1）
は出願時に申請した資格・受賞について、取得の際に自身が行っ
た取り組みについて、短い字数で簡潔に要約する力を問うてい
ます。設問（2）は入学後の学修への取り組みや自身の将来像
について、取得した資格・受賞をキーワードに説明する力を問
うています。資格取得の際から、自身の将来像やキャリアにつ
いて関心を持ち、自身の力で取得に向けて意欲的に取り組んだ
受験生であれば、自身の言葉で書くことできると考えています。

【採点結果からの感想】
出題の意図を的確に読み取り、自身の言葉でわかりやすく説

明されていることが重要です。設問（1）では、自身の取り組
みについて、適切かつ簡潔に要約されている点が評価されまし
た。設問（2）では、これから建築・環境学を学ぶにあたって
の自身の熱意と将来計画が資格・受賞内容を軸に展開されてい
る点が評価されました。

【（新受験生向け）これからの学習の指針】　
小論文では、読解力や要約力、論理的思考力が重視されます。

自身が取得した資格と建築・環境学との学びの関連性、自身の
将来計画との関連性などをきちんと説明できることが重要です。
また、建築という分野に関心を持ち、日々の生活の中で、新聞
やニュース、書籍などから建築に関連する様々な情報を取得し
ておくことも必要です。

【出題の意図・ねらい】
11月募集の課題型では、「公共建築物の老朽化」をテーマに

出題しました。建築物は経年とともに老朽化が進み、様々な問
題が発生することがあり、その結果、建て替えや修繕・改修工
事をする必要があります。平成26年度には、全国の公共建築
物の約46.5％が完成後30年を経過しており、古い建築物の量が
莫大になっています。
課題では、①公共建築物の老朽化によって問題が発生した事
例を調査する、②公共建築物の老朽化を改善した事例を調査す
る、③自分の住む地方自治体における公共建築物の老朽化状況
と、その対応のために行なっている取組みを調査し自分の意見
をまとめる、の3点が求められました。全体として、課題に対
する理解、適切な情報収集、提案及び表現方法の独創性、記述
の客観性と正確さ、取り組みの熱意などについて、プレゼンテー
ションの内容も含め、総合的に評価を行ないました。

【採点結果からの感想】
公共建築物の老朽化に関する情報は、インターネットや新聞・
雑誌などに掲載されていることが多いですが、本人が真剣になっ
て調査に取組まないと出てこない情報も多いです。さらに、国
や地方自治体のホームページから取得できる情報も多いので、

その中で重要なポイントとなる部分を抽出し、自ら現地調査を
行なった上で、分かりやすくまとめたものが高く評価されまし
た。課題発表では、公共建築物の老朽化が改善された結果の発
表ではなく、どのような手法又はプロセスで老朽化問題が解消
できたのかについて明確に示し、自分の意見として考察を行う
ことが求められます。小論文は課題の内容と関連した問題を出
題しています。評価の高かった解答は、課題について自分で時
間をかけて、真剣に取り組んだ証の見られるものでした。

【（新受験生向け）これからの学習の指針】
建築は、設計と施工で建てることがすべてではありません。

建てた建築物は長年にわたり、使う→老朽化する→解体される
ことがあり、これを建築物の生涯と言います。これから建築を
学ぶ人は建築物の生涯と向き合う必要があり、古くなった建築
物は老朽化するのでこれを改修して継続的に使用することもで
きます。つまり、建築の学習においては、建てる知識、賢く使
う知識、状態を診断する知識、直す知識などが求められます。
建築・環境学部のAO選抜では、建築に対する興味と熱意をど
れだけ持っているのかを評価しますので、受験時には建築に対
する強い熱意が現れるように、日頃からたくさんの建築物や関
連内容に触れるようにしてください。

《建築・環境学科》  	  9 月（資格型）・10月（資格型）

《建築・環境学科》  	  11月

【出題の意図・ねらい】
新聞・雑誌などの報道情報の内容をきちんと読解できるか。
グラフから数値データの大きさや傾向を読み取ることができる
か。複数のデータソースから得られた情報を組み合わせて概要
をまとめることができるか。自分なりの考えを的確に表現する

ことができるか。以上4点が出題の意図したところです。題材
は、最近の話題の中で高校3年生にとって身近な2020東京オリ
ンピック・パラリンピックから選びました。
問1では、【資料3】の棒グラフから、ボランティア経験が

年代別に大きく異なること、具体的には35歳から79歳までは

《コミュニケーション学科》 	  10月

人間共生学部

特に口頭試問において課題に取り組む中で得た知識を自分の言
葉で答えることができる受験生が高く評価されました。

【（新受験生向け）これからの学習の指針】　
課題では、課題文の理解、情報を適切に収集して構成する能
力、記述の客観性と正確さ、小論文では、読解力や要約力、論
理的思考力が重視されます。建築は、建築物そのものを単体で

とらえるだけでなく、地球環境問題、社会への影響、居住者の
立場など様々な視点から物事を捉えることが必要です。AO選
抜では、これから建築を学ぼうとする受験生の意欲や熱意を評
価します。日頃から新聞や書籍を読み、様々な情報に触れて、
まずは何事にも関心をもって積極的に学ぶ意欲を持つように意
識してください。
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比較的高いが、若い世代は経験者が少ないことを読み取れるか
どうか、また、スポーツ・文化・芸術・学術に関係した活動に
ついては、どの年代も経験者が非常に低いことを読み取れるか
どうかがねらいでした。
問2では、【資料1】の文章、【資料2】の一覧表、【資料3】
の棒グラフのすべてを参照した上で、自分なりの意見が述べら
れているかどうかがねらいでした。

【採点結果からの感想】
問1では、棒グラフの横軸が年代区分であることが理解でき
ず、推移（左から右への増減）と読み取っていた受験生が複数
いました。問2では、【資料2】のみに基づいた解答がありま
した。どちらも、注意深く問題や資料を読んでもらいたいとこ
ろでした。
また、問2の問題文の「現在の高校生が」のくだりを深く考
えずに、2020年時点での高校生の立場での解答が多かったの
が残念でした。現在の高校生は2020年には高校3年生から大学

生になっているはずです。応募時点での応募者の状況と、実際
にボランティアを行う時点での状況の変化についても想像して
ほしかったです。

【これからの学習の指針】
エッセイや小説のような文学作品を読むことは楽しく、人生

の糧ともなりますが、ニュースを読む習慣も、世界が拡がり、
思考能力も鍛えられ、楽しいものです。新聞や雑誌などの報道
記事を読む習慣をつけましょう。また、短い時間で長文を読む
練習も必要です。たとえば、毎日、朝刊1面のトップ記事を読
んで内容を100字でまとめるなどの勉強は、とても有効だと思
います。
グラフの読み取りに不慣れな受験生が多いように感じていま

す。新聞には毎日のように何らかのグラフが掲載されています。
グラフの意味を考え、言葉で表現する練習をするとよいでしょ
う。

【出題の意図・ねらい】
出題の主としたねらいは、図表や文章などの与えられた情報の
意味を正確に読み理解し、自分の言葉で簡潔にまとめることです。
以下、問1、問2について詳しく示していきます。
問1のねらいは、「訪日外国人旅行消費額の費目別構成比」に
ついて、【資料2】の2017年度と2018年度の費目別構成比をもと
に、これらのグラフをどのように読み取るかが必要です。また、
解答は100字程度ですので、正確にかつ簡潔にまとめられるか
どうかを見ています。
問2のねらいは、【資料1】と【資料2】を踏まえて、「訪日客
数と訪日外国人旅行消費額の費目別構成における今後の推移」
の予測について、与えられた文章とグラフを関連させながら、
自らの考えをまとめられるかどうかを問う問題です。

【採点結果からの感想】
受験された皆さんは、問われた内容を概ねよく書けていたと

思います。
以下問1、問2のそれぞれの問いについての感想を述べてい

きます。
問1は、2017年度と2018年度のグラフが提示されていました
ので、読み取りが必要です。
「訪日外国人旅行消費額の費目別構成」では、2017年度と
2018年度共に、買物代、宿泊費、飲食費と続いていますが、
2018年度は買い物代、宿泊費、飲食費が増え、全体構成比に対

し増加傾向にある」ことやさらに「交通費も増加傾向にある」
ことなどが書かれているかどうかです。受験生の皆さんは、概
ね100字程度でよく書けていました。
問2は、【資料1】と【資料2】で示された内容を理解するこ

とが大切です。つまり、「訪日客数と訪日外国人旅行消費額の構
成比率における今後の推移」が、どう予測されるのかは、まず【資
料1】の文章を何度も読み、正確に理解しなければなりません。
その上で、【資料2】のグラフにおける2017年度と2018年度のそ
れぞれの構成比率を関連させながら、資料内容を根拠とした自
分の予測を簡潔にまとめる必要があります。
受験生の多くの皆さんは、よく理解し書けてはいましたが、

自分の考えだけを述べ、資料内容とは区別されてない解答もあ
りました。

【これからの学習の指針】
今後AO選抜を受験しようとする受験生の皆さんに、小論文

解答への学習方法として、以下の2点を提案します。第一には、
小論文で何を問われているのかをよく読み、与えられたグラフ
や資料のキーワードを見つけてください。キーワードを見つけ
ることによって、より良い解答に近づくことができます。第二
には、小論文で求められた文字数を意識しながら、普段から文
章を書いてみる習慣をつけていきましょう。この習慣をつけな
がら、さらに図表についての読み取りの学習もしていくことによっ
て、自然と自分の考えを簡潔にまとめることができると思います。

《コミュニケーション学科》 	  11月

【出題の意図・ねらい】
出題文は、「無印良品」という会社が何を目指して商品の提
供を行なったかについて書かれたものです。「無印良品」は、
機能や品質を重視したうえで、自らの価値観で商品を選ぶこと
のできる「自立した消費者」の存在を通して、消費社会の転換
を促そうとしたという主旨の文章です。その背景には「花柄の
魔法瓶」などに象徴される「高度成長期的な美意識」の否定が
ありました。現時点ではものを選ぶときの基準は更に変化して
いることも事実です。それも踏まえた上で現在の消費社会につ
いて考えてもらうことを意図しました。
問1では、まず、この文章のキーワードとなっている「消費
社会の転換」について、同じくキーワードである「自立した消

費者」という言葉を用いて説明することを求めました。
問2では、課題文を手がかりに、受験生自身の最近の購買行

動を通して「自立した消費者」であるか否かを、振り返っても
らおうというものでした。共生社会のデザインには、自分自身
を含め社会そのものを客観的に見つめ、本質を理解することが
きわめて重要なことだからです。

【採点結果からの感想】
問1は、概ね良くできていました。出題文の内容をまとめる

ことによって出題文の意図が明確になるはずです。
問2は、やや難しかったようです。限られた時間の中で、身

近な事例として何をあげることができるのかは、日頃の暮らし

《共生デザイン学科》 	  10月

初　校
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【出題の意図・ねらい】
農林水産省が全国の20歳以上の男女を対象に実施した「食
育に関する意識調査報告書（平成30年3月）」から、食文化の
継承状況と食文化を継承するために必要なことを集計した結果
を抜粋し、これらを踏まえてご自身の食文化の継承についての
考えを論じていただきました。
この調査で「食文化の継承」とは、「郷土料理や伝統料理など、
地域や家庭で受け継がれてきた料理や味、箸づかいなどの食べ
方・作法を受け継いでいるか」であり、「食文化を継承するた
めに必要なこと」については、「食文化を受け継いでいないと
回答した人」に聞いています。
ねらいとしては、以下の3点が文章に盛り込まれているかで
す。
（1）「図からどのようなことがわかるか」が述べられているか。
（2）�「現時点であなたが食文化を継承しているか否かにかか

わらず、あなたの食文化の継承状況について」が述べ
られているか。

（3） �（1）と（2）を踏まえて「あなたは食文化の継承につ
いてどのように考えているのか」が述べられているか。

　　�また、これらが「600字以上800字以内で述べられてい
るか」です。

【採点結果からの感想】
（1）の図を見てどのようなことがわかるかについては、概
ね内容を捉えることができていましたが、（2）と（3）のあな

た自身のことを述べていただくところでは、ご自分について述
べるのではなく一般論として述べられている人が見受けられま
した。
文字数については、不足（600字未満）者も過剰（800字超）

者もいらっしゃいませんでした。

【これからの学習の指針】
まずはじっくりと図を見て、その内容をしっかりと理解しま

しょう。
次に自分自身の現状を想いかえし、食文化の継承に対してど

のように考えるかについてまとめてみましょう。
そこまで準備できたら、まずはあなた自身の食文化の継承に

ついての現状がわかるように、そして、食文化の継承に対して
どのように考えているのかがわかるように文章を考えていきま
しょう。最初から解答用紙に文章を書き入れていくよりも、ま
ずは書きたいことを並べてみることをお勧めいたします。その
中でいるものといらないものに分け、順番を考えます。それを
肉付けしながら文章にしていきましょう。
ここからは、実際に原稿用紙に文章を書き入れていきます。
なお、文字数は600字以上800字以内です。決められた文字

数を守ることも大切です。忘れずに確認しておきましょう。ま
た、時間があれば文章を最初から読み直してみるとよいでしょ
う。そうすれば誤字脱字等も見つかります。
最後になりますが、小論文を書くことに慣れるためにも、時

間を決めて文章を書くことをお勧めいたします。

【出題の意図・ねらい】
本年は、平成29年国民健康・栄養調査結果より「65歳以上
の高齢者を対象に、同居者の有無別にみた生活の様子」および
「外出の有無別にみた低栄養傾向の者の割合」に関する結果を
抜粋し、これらの結果が示す内容と、これらの結果から読み取
ることができる現在の食生活上の課題について論じていただき
ました。
図1から、男性においては、同居者がいない場合は87.3％の
者が食事を準備していますが、同居者がいる者においては34.9
％であることがわかります。一方、女性の場合は同居者の有無
によって食事の準備状況に差がみられず、両者ともに食事の準
備をしている割合が高いことがわかります。日用品の買い物状
況についても、同様な傾向がみられます。

図2から、男性においては、週1回以上の外出がある者にお
ける低栄養者の割合は11.5％であるのに対し、外出がない者に
おいては28.6％と約15％の差があることがわかります。一方、
女性においては、外出の有無にかかわらず低栄養者の割合は約
19％と差がみられません。
上記の傾向から、外出機会が少ない男性高齢者は食品を含む

買い物が困難な状況であり、低栄養に陥る割合が高くなる可能
性が考えられます。また、女性においては同居者がいる場合に
おいても日用品の買い物や食事の準備をしている者が多いのに
対し、男性高齢者は同居者がいる場合はその割合が低いため、
食事づくりに対する意識や実践力に男女差がある可能性が考え
られます。
特に男性においては、外出機会と低栄養者の割合に関連があ

《管理栄養学科》 	  9 月

《管理栄養学科》 	  10月

栄養学部

方と関係しているのかもしれません。日頃から新聞を良く読ん
だり、社会のあり方に関心を持つことが重要です。
自身を自立した消費者と位置づける解答がほとんどでしたが、
今一度、本当にそうか、流行やメディアの宣伝に踊らされてい
ないか、考えて欲しいと思います。

【これからの学習の指針】
本学科で対象とするのは身近な暮らしです。その中にあるさ
まざまな問題を見つけ、その解決方法を自分なりに考えてみる
ことが大事です。考えたことは、自分だけで完結するのでなく、

どう説明したら人にわかってもらえるのか、そのためにはどの
ような表現方法が望ましいのか、など、具体的に考えてみるこ
とが大事です。
小論文の試験対策はいろいろありますが、本学科の小論文で

求められるのは、あなた自身が何を考えたかですし、しばしば
求められるのは、その考えを導き出す手がかりとして、どのよ
うな身近な事例を挙げられるかです。そのためには日頃から身
近な暮らしを大事にし、身近な暮らしを良く観察して欲しいと
思います。

初　校
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ることから、低栄養者を増やさない対策として、高齢者を対象
とした外出機会を増やす対策が効果的であると考えられます。
また、同居者がいる男性高齢者は食事の準備をする割合が低い
ことから、全体的に女性に比べて男性は食事作りにかかわる割
合が低い可能性があり、若いころから食事づくりに参加したり、
調理技術を高めたりする機会を設けることが必要だと考えられ
ます。

【採点結果からの感想】
基本的事項として、出題内容を理解し、伝えたい内容が文章
として上手く表現されているか、他人に伝わる文章になってい
るかを評価しました。そして、誤字脱字、用語の誤使用などが
ないかも評価に加えました。
図が示す内容を的確に捉えられている解答は、群別の状況に

ついて、男女でどのような差があるのかをわかりやすく説明出
来ていました。一方、群別、性別にどのような特徴があるかを
捉えられないケースや、グラフが示す内容が理解できていない
ケース、図が示す内容と全く関連しない内容について論じてい
るケースもありました。

【これからの学習指針】
日頃から、食や健康に関心を持ち、関連する記事やニュース

に着目し、食生活習慣や栄養との関連を考えることが大切です。
また、それらの記事やニュースに対して、自分の意見を持つこ
とや、性別、年代、生活環境などの立場や状況が異なる場合に
ついて考える訓練をすることが重要です。内容の要点をまとめ
たり自分の考えを文章として簡潔にまとめたりするよう、繰り
返し練習することが大切です。

【出題の意図・ねらい】
身近な現象を通して、それを専門的に理解していく分野なら
ではの新しい知見が書かれたものを取り上げました。何気なく
してきたことに意味を見出し、専門性から考えていくことに興
味を持って欲しくて出題しました。
子どもと関わる専門家を育てる学科としては、自分の様々な
経験をもとに、向き合う相手のことを考えられる先生になって
欲しいと思っています。そこで今回は、自分の体験を振り返り
ながら、それを今後の学びにどう繋げていこうとしているのか
を知りたいという意図がありました。
また現場では様々な制約の中で、短時間で作業を進め、さら
に人を育てる仕事なので注意力が求められます。いくつかのポ
イントを落とさない、解答に慎重さを求めたのが狙いでもあり
ます。

【採点結果からの感想】
とても、よく書いてあるものが多く見られました。自分なり

に文章をきちんと把握できて、構成も工夫していると感じました。
問2は体験したことがネガティブなことであったとしても、

それを越えて今があるような書き方には好感が持てました。自
身をしっかり見つめる目を持てていることが、今後の他者理解
の力に影響すると思うからです。

【これからの学習の指針】
本学科は資格の特性上、様々な分野を学ぶことになります。

様々な教員から幅広い知識を身につけていく為に、受験を意識
したら、自分の苦手分野も含めて文章に触れるようにして下さ
い。大学での学びは、専門書や論文を読んでいくことになりま
す。長い文章を読むのに慣れておくことはもちろん、入学の頃
には、それを踏まえて討論するような授業にも対応できるよう
になっていなければなりません。そのような力を持っているこ
との前提となるような、文章表現の力も高めて欲しいです。
沢山のことを経験し、それを自分なりに言葉に出来るように

力をつけて下さい。

《こども発達学科》 	  9 月

教育学部

【出題の意図・ねらい】
今回の課題文は「教育」に「師弟モデル」と「社会モデル」
の二つのモデルがあることを述べたものです。現在の教育のう
ち、とくに保育園、幼稚園、こども園、小学校など制度化され
た機関で行われている教育は、そのほとんどが「社会モデル」
に当てはまるものである。しかし、そのような機関で教育に従
事するものも、師弟モデルが本来の教育であるという歴史を意
識し、社会モデルに師弟モデルを介入させ、社会モデルの質を
変容させるという歴史的課題を意識して欲しい。

問1　まずは、二つのモデルが師弟モデルと社会モデルがあ
ることをしっかりとわかることが第一。その上で、「学習者・
こども・被教育者の意志」がカギであることをわかることが第
二。さらには、「学習者・こども・被教育者の意志」の有無が、
両者の分水嶺であることをわかることが第三。最後に「学習者
（被教育者）／教育者」という二項図式を使いこなせていれば、
言うことはない。

問2　まずは、Ⓐどちらかの現場を選ぶこと、もしくは、Ⓑ
師弟モデルが本来の教育であることを意識できていること、そ
れが第一。どちらもできていなければ、課題達成度は0％。ど
ちらかしかできていないとなると、達成度は25％。ⒶⒷの両
者ができていれば、達成度は50％。さらに、師弟モデルを社
会モデルに介入させるという課題に取り組んでいれば、達成度
は75％。その課題への方策が具体的なものであれば、課題達
成度は100％。

【採点結果からの感想】
問1については「学習者・こども・被教育者の意志」という

キーワードを出せた人と、そうでない人とで差がついた。問い
2については、師弟モデルを社会モデルに介入させるという問
題意識で論述できた人と、そうでない人とで差がついた。

【これからの学習の指針】
教育学部では、教育の仕方について学びますが、そこでは教

育者の視点に立つことだけでなく、学習者の視点に立つことが

《こども発達学科》 	  10月

初　校
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【出題の意図・ねらい】
関東学院大学看護学部は、人々の日々の生活や健康に対する
関心と探求心を持ち、その人の健康上の課題や問題を科学的に
分析し、対応策を考える能力を必要としています。今回は、現
代人の問題でもある「ストレス」に関する事項を出題しました。
ストレスが健康に及ぼす影響とともに、ストレス回避の傾向、
日本人の受療率などを把握し、健康的な生活について、自分の
考えを論理的に記述できるかが、今回の出題のねらいです。

【採点結果からの感想】
問1は、わが国の20～59歳全体の特徴と各年代の男女の特徴
を、グラフから正確に読み取りましょう。問2は、文章の要旨
を的確にとらえることが必要です。問3は、図の読み取りのみ
ではなく、問2を踏まえることが求められます。今回、健康と
いう身近な話題であったためか、文章や図表の読み取りよりも、

ご自身の意見を述べられている解答が目立ちました。また、図
表の結果の一部のみの記載が目立ちました。従って、問題文を
よく読み、何を求められているかを的確にとらえられるように
してほしいと思います。

【これからの学習の指針】
看護においては対象をとらえるための幅広い視野が必要です。

図表の読み取りは、一側面のみに着目するのではなく図表全体
から各部分の特徴を把握することが重要です。また、根拠に基
づいて分析する力が求められるため、必ず記載されている数値
やその割合を用いて説明しましょう。さらに、人を対象とする
ため、相手をそのまま受け止める力、意図を読みとることや要
約する力などが求められます。これについては、日常のコミュ
ニケーションを活用することや、読みものとしては、社説やコ
ラムなどの内容を自分で要約することをおすすめします。

《看護学科》 	  9 月

看護学部

【出題の意図・ねらい】
今回は、現代社会において、多くの人が関わったことがある

「人工知能『AI』」に関する事項を出題しました。AIが生活に
及ぼす影響を踏まえ、健康的な生活について自分の考えを論理
的に記述できるかが、出題のねらいです。

【採点結果からの感想】
問1は、AIの発展と、利活用における図を正確に読み取り
ましょう。問2は、AIの共存の効果を踏まえた生活について、
現在の考えや将来に向けた具体的行動を示すために、課題文を
適切に読み取ることと、課題文を踏まえた自分の意見を示すこ
とが求められました。今回、問1では、図の一部の読み取りが
目立ちました。また、問2では、課題文を踏まえずに考えや意
見を述べる解答が目立ちました。人工知能「AI」に関する用
語は日常的に耳慣れない言葉だったかもしれませんが、問題文
をよく読み、何を求められているかを的確にとらえられるよう
にしてほしいと思います。

【これからの学習指針】
図表の読み取りや文章の要約には、必ず記載されている数値

やその内容を用いて正確に説明できるようにしましょう。看護
学部の場合は、人々の生活や健康に対する関心と探求心を持つ
ことが求められるため、新聞記事、なかでも、生活や健康に関
する記事を参考に図表の読み取りに関する学習をお勧めします。
また、チームの一員として看護を提供していくためには、相手
を理解しつつ、自分の考えを伝える力や、協力し合える柔軟な
姿勢や態度も求められます。従って、先述した学習に加えて、
まず、様々な分野に関心を持ちながら日常生活を過ごすことを
お勧めします。次に、日常の出来事における自分の考えを文章
に残し、文章化する力と共に自分の考えの幅を広げることをお
勧めします。そして、高校までの学習内容においては、一見看
護に直接関係のないように見えるかもしれない科目の学習もき
ちんと取り組むことをお勧めします。この学習の積み重ねを、
入学後に知識や技術・態度を身につけていくための基礎的学習
方法としてお勧めします。

《看護学科》 	  10月

欠かせません。学習者の視点を無視して、教育ばかりに熱心に
なる人は、本当の意味での教育者になることが難しいとも言え
ます。

単に自分の意見を述べるだけでなく、相手がどう読むのかを
考えて、文章を書く練習をしてください。
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